
土壌診断基準 

  

 

  
 広島県で作成された水田，野菜畑，樹園地および飼料畑の土壌診断基準（1983）を下表に

示す。  
  

 

  

注）  
 １．砂質土：花崗岩風化の粗粒質土壌。  
 ２．黒ボク：水田では多湿黒ボク土、黒ボクグライ土を示し、野菜畑、樹園地、飼料畑の黒ボクは黒

ボク土、多湿黒ボク土を示す。  
 ３．樹園地：作土深の項の＊印は主要根群域の深さを示す。  
 ４．水田：水田高度利用及び田畑転換などにおける作物導入の場合は、それぞれの作目（野菜畑、

飼料畑）の基準に準ず。  
 ５．ＥＣ：施肥条件の値を示す。  
 ６．可給態リン酸：トルオーグ法。  
 ７．無機態窒素生成量：風乾土湛水 30℃、４週間放置後のアンモニア態 N 生成量。  
 ８．可給態ケイ酸：酢酸緩衝液浸出法。  
 ９．陽イオン交換容量：目標値ではなく各土壌の現状値を示す。  

 


